
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 

発表演題名 福井県における２０１６年感染症発生動向調査について 

発表学会名 平成２８年度 地方衛生研究所全国協議会 東海・北陸支部微生物部会 

発表者名 平野 映子（保健衛生部） 

開催場所 金沢都ホテル 

発表日時 平成２９年３月３日（金） 

発表内容 感染症発生動向調査において、2016 年に提出された 290 検体（272 名）

についてウイルス検査を実施し、87 検体（74 名）がウイルス検査陽性と

なった（2017 年 1 月 16 日現在）。 

インフルエンザは 186 検体（186 名）中 154 検体（154 名）からウイル

スが検出された。内訳は、AH1pdm09 型（71 名）、AH3 型（17 名）、B

型山形系統（38 名）および B 型ビクトリア系統（18 名）であった。イン

フルエンザ陰性となった検体について呼吸器ウイルスの検出を実施した

ところ、RS ウイルス（3 名）、ライノウイルス（2 名）、B 群コクサッキー

ウイルス 2 型（2 名）、A 群コクサッキーウイルス 4 型（1 名）等であった。 

感染性胃腸炎は 13 検体（13 名）中 7 検体（7 名）からウイルスが検出

された。内訳はノロウイルス GⅡ（4 名）、A 群ロタウイルス（1 名）およ

びサポウイルス（1 名）等であった。 

咽頭結膜熱は 17 検体（17 名）中 17 検体（17 名）からウイルスが検出

された。内訳はアデノウイルス 3 型（9 名）、2 型（5 名）、1 型（1 名）、

ライノウイルス（1 名）および A 群コクサッキーウイルス 4 型（1 名）で

あった。 

流行性角結膜炎は 25 検体（25 名）中 25 検体（25 名）からウイルスが

検出された。内訳はアデノウイルス 19 型（12 名）、3 型（6 名）、37 型（3

名）、54 型（3 名）および 4 型（1 名）であった。 

手足口病は 2 検体（2 名）中 2 検体（2 名）からウイルスが検出された。

内訳はライノウイルス（2 名）であった。 

ヘルパンギーナは 3 検体（3 名）中 3 検体（3 名）からウイルスが検出

された。内訳は A 群コクサッキーウイルス 4 型（2 名）およびエンテロウ

イルス型不明（1 名）であった。 

無菌性髄膜炎は 39 検体（21 名）中 31 検体（18 名）からウイルスが検

出された。内訳は B 群コクサッキーウイルス 2 型（9 名）、エコーウイル

ス 6 型（4 名）、B 群コクサッキーウイルス 5 型（3 名）、エコーウイルス

9 型（1 名）およびエコーウイルス 30 型（1 名）であった。 

 


